
日 水月 木火 金 土

▲ 地元の皆さんとボランティアスタッフの息のあった作業
　で地内は見違えるようにきれいなりました

▲ 資料の引渡しは当館学芸員立ち会いのもと入念に行い 
　丁寧な美術梱包を施して無事東京へ送り出しました

▲ 正式な宛名の下に「三四郎
　様」と書き足す寺田の年賀状

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
11
月
２
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
11
月
９
日
（
土
）
10
時
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
11
月
９
日
（
土
）
13
時
30
分
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
11
月
16
日
（
土
）
９
時
30
分
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
左
記
の
博
物
館
で
、
当
館
の
資
料
が

出
張
展
示
さ
れ
る
企
画
展
が
開
催
中
で

す
。
他
館
の
資
料
と
コ
ラ
ボ
展
示
さ
れ

る
こ
と
で
「
新
た
な
発
見
」
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
秋
、
東
京
へ
お

出
か
け
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
見
比
べ
て

新
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

11
月
の
歴
史
講
座

み
や
こ
の
資
料
を
他
館
で
味
わ
う
…

秋
の
関
連
企
画
展
の
ご
案
内

　9月29日（日）、重要文化財永沼家住宅（犀
川帆柱）で保存協力会と文化遺産ボランティ
ア合同の地内清掃が行われました。昨年起き
た災害復旧工事も完了し、見学者を気持ちよ
くお迎えする準備が久々に整いました。

　9月24日（火）、上記で紹介した漱石山房記
念館（東京都）から特別展開催に伴う資料借用
に担当学芸員が来館しました。同館も小宮ゆ
かりの展示を行うためで、当館自慢の小宮豊
隆資料から18点を提供しました。

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

企 

画 

展　
小
宮
豊
隆
生
誕
一
四
〇
年
＆
開
館
三
〇
年
記
念

生
誕一四
〇
年 

夏
目
漱
石
最
愛
の
弟
子・小
宮
豊
隆
展

会
期
：
１０
月
２0
日（
日
）〜 

１2
月
２2
日（
日
）

ー
「
三
四
郎
」
は
「
そ
れ
か
ら
」「
…
ど
う
生
き
る
（
た
）
か
」
ー

　
み
や
こ
町
犀
川
久
富
出
身
の
ド
イ
ツ
文

学
者
で
夏
目
漱
石
最
愛
の
弟
子
・
小
宮
豊

隆
は
、
文
豪
・
漱
石
を
介
し
て
様
々
な
業

績
を
残
し
ま
し
た
。

　
漱
石
存
命
中
は
『
三
四
郎
』
を
は
じ
め

と
す
る
作
品
モ
デ
ル
や
着
想
の
ヒ
ン
ト

に
、
漱
石
没
後
は
『
漱
石
全
集
』
の
編
纂

や
『
漱
石
伝
』
の
刊
行
に
加
え
て
の
日
本

の
伝
統
文
化
研
究
、
戦
時
中
は
『
漱
石
文

庫
』
を
は
じ
め
貴
重
な
文
化
遺
産
の
保

護
、
戦
後
は
文
化
力
に
よ
る
日
本
の
復
興

な
ど
、「
大
正
教
養
主
義
」
を
体
現
す
る

か
の
よ
う
な
篤
実
な
学
者
と
し
て
の
歩
み

が
そ
れ
で
す
。
生
誕
140
年
と
な
る
こ
の
年
、

ご
遺
族
か
ら
追
加
寄
贈
さ
れ
た
新
資
料
を

交
え
て
そ
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
展
示
に
は
漱
石
の
マ
ン
ガ
で

知
ら
れ
る
香
日
ゆ
ら
さ
ん
（
漫
画
家
）、

新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
（
東
京
都
）

の
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

●
観 

覧 

料　
大
人　
　
　
　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
※
団
体
料
金
あ
り（
20
名
以
上
）

●
開
館
時
間　

９
時
30
分
～
17
時

●
休 

館 

日　
月
曜
・
祝
日
の
翌
日

■
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館
（
東
京
都
）

・
名
称
：
特
別
展
『
三
四
郎
』
の
正
体

・
会
期
：
10
月
12
日（
土
）～
12
月
15
日（
日
）

・
み
ど
こ
ろ
：
当
館
か
ら
18
点
の
資
料
を
提
供
。

　
東
北
大
学
か
ら
、小
宮
が
東
京
か
ら
避
難
さ 

　
せ
た「
漱
石
文
庫
」資
料
の一部
が
里
帰
り
。

・
問
合
せ
先
：
０
３ｰ

３
２
０
５ｰ

０
２
０
９

　

     http
s://so

seki-m
useum

.jp/　

※
詳
細
は
当
館
ま
た
は
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
主
な
展
示
資
料

 

・
夏
目
漱
石
書
簡
（
明
治
40
年 

８
月
）

　
「
小
宮
、
評
論
家
に
な
れ
！
」
と
漱
石
か
ら
熱
い
エ
ー
ル

 

・
寺
田
寅
彦
書
簡
（
明
治
42
年 

正
月
）

　

 

小
宮
を「
三
四
郎
」と
宛
名
書
き
し
て
出
し
た
年
賀
状

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報はR6.10.18 現在
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博物館だより

9月の業務日誌から

27

3
10
17
24

30

6
13
20
27

28

4
11
18
25

31

7
14
21
28

29

5
12
19
26

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

▲ リアルと現実が交錯する漱石と小宮の世界　左から『三四郎』のモデルの噂が絶えなかった青年期小宮像（1905年）、それをマンガにした
　 小宮像、小宮ら漱石門弟たちが集まり熱く語った漱石の自宅（漱石山房）、山房で執筆する漱石を描いたマンガ（マンガは香日ゆらさん提供）
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F A X  0 9 3 0 - 3 3 - 4 6 6 7
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博物館だより　No.216

本年も絵画・作文コンクールに多数のご応募いただきありがとうございました！
ご応募いただいた絵画・作文を対象に実施した審査の結果、以下の内容で
受賞・入選作品が決定しましたので、ご報告します。

備考：受賞者名は賞・部門ごとに学年順で、氏名の五十音順に記載しています。

＊博物館入館者の投票により絵画の最優秀賞が決定しました。

優秀賞（5点）

最優秀賞（1点）

佳　作（6点）

最優秀賞（１点）

優秀賞（5点）

❖「わたしのお気に入りふるさと遺産」絵画コンクール

❖「わたしのお気に入りふるさと遺産」作文コンクール

絵画コンクール・作文コンクール　受賞・入選作品決定

国分寺三重塔

通学路から見える障子ヶ岳

蛇渕の滝

にわとり楽

わたしのお気に入りふるさと遺産

甲塚古墳について
私の大好きな古墳

生立神社
みやこ町の歴史

タ　イ　ト　ル

タ　イ　ト　ル

タ　イ　ト　ル

タ　イ　ト　ル

タ　イ　ト　ル

国分寺三重塔

犀川駅

みやこ町大原八幡神社のしし舞い

未来の自分

田舎感じる１本道
さき山のひまわり

みやこ町歴史民俗博物館

現在から見た未来のみやこ町

黒田神社

1

2

3

5

6

6
6

6
6

学年

学年

学年

学年

学年

3

3

6

5

2
6

5

3

3

秋山　綾音

宝村　琉生

川内　柚葉

山中　美羽

嶋田　咲希

内田　直克
渡邉　陽葵

加来ひなた
中嶋　　杏

氏　　名

氏　　名

氏　　名

氏　　名

氏　　名

武石　一輝

濱江　悠亮

池上寧々羽

有馬福之助

浦田　奈菜
水上　穂歌

川上　凌雅

桃坂　真由

木原りみか

豊 津 小 学 校

久 保 小 学 校

育徳館中学校

黒 田 小 学 校

黒 田 小 学 校

伊良原小学校
黒 田 小 学 校

伊良原小学校
伊良原小学校

学　校　名

学　校　名

学　校　名

学　校　名

学　校　名

黒 田 小 学 校

犀 川 小 学 校

黒 田 小 学 校

犀 川 小 学 校

勝 山 中 学 校
伊良原小学校

犀 川 小 学 校

勝 山 中 学 校

勝 山 中 学 校

小 学 校
（低学年）

小 学 校
（低学年）

中 学 校

選出区分

選出区分

選出区分

賞

賞

賞

賞

賞

小 学 校
（高学年）

小 学 校
（高学年）

中 学 校

中 学 校

佳 作

優 秀

最 優 秀

最優秀

優 秀


